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★今月の表紙の写真★

　長月小学校を訪れた阿
あ

藤
とう

快
かい

さんとの交流会です。子どもたちにとっては、テレビ・映画
などマルチな活躍をされている阿藤さんに触れ、とても感激していました。
　また、阿藤さんが美しい愛南町の風景を大切にして下さいと話され、子どもたちは改め
てふるさとの良さを再発見したようでした。
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愛は南から・・・

　10月は、コミュニティバス原案検討会（17日）、四国8の字のネットワークの早期完成を
めざしてのシンポジウム（18日、東京都）、愛媛県へき地教育研究大会（19日、福浦小中）、
町戦没者追悼式（24日）他に出席しました。
　11月は、愛媛トップミーティング（1日、西予市）、宇和島広域事務組合本会議（4日、宇
和島市）、南予のくらしとみちフォーラム（5日、宇和島市）、議員全員協議会（7日）、篠山
小中学校組合議会協議会（8日）、臨時議会定例会（11日）、地方分権改革総決起大会（14
日、東京都）、自治基本条例講演会（19日）他、多くのイベントに出席しました。
　この他、地域審議会（15～18日）が行われ、コミュニティバス路線の検討、給食センター
や和口・長月水道の統合問題、病院・診療所等の協議事項について、各地域の審議委員と
検討を行いました。

愛媛県へき地教育研究大会で「樽
たる

見
み

太鼓」を
復活させた福浦小児童による「風の子太鼓」

10/19

愛媛マンダリンパイレーツの西田真二監督が
来庁されました

10/26

　演奏会を前に、来庁された五
ご

島
とう

亜
あ

希
き

子
こ

さん
とウイハン弦楽四重奏団の方々

 御荘文化センターで、遺族会260名を含む約
300名が集い、合併後初めての「愛南町戦没者
追悼式」が執り行われ、尊い犠牲のもと達成
された平和の素晴らしさを、次の世代に引き
継ぐことを参加者全員で誓いました。　　　
　　　　　

10/24
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特集
1

防災マップづくり
今号の特集は、安全・安心な愛南町の実現をめざした具体的な取り組みとして開催された

「津波防災地図作成ワークショップat久良地区in愛南町」を取り上げました。

その中で、ワークショップ（研究会）の様子や町の防災対策などについてご紹介します。

町では、近い将来に発生が想定される南海地震に備え、

地区住民の方々への防災情報の提供や自主防災活動への支援等

（防災グッズ助成制度・行政区への防災資機材の貸与事業）を行っていますので、

積極的にご利用いただきますようお願いします。

詳しくは、総務課防災対策室へご連絡ください。

現在、火災等については消防署で防災無線を放送しています。

また、火災場所等について、消防署による

テレフォンサービス(73-0166)を行っていますのでご利用ください。

南レク展望タワーから見た久良湾　
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愛
南
町
で
も
、
地
震
及
び
津
波
等
の
大
規

模
な
災
害
が
発
生
す
る
と
、
道
路
や
橋
な
ど

の
公
共
施
設
が
大
き
な
被
害
を
受
け
、
適
切

で
迅
速
な
救
援
活
動
が
困
難
な
状
況
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
過
去
の
災
害
事
例

の
観
点
か
ら
も
、
そ
の
際
の
人
命
救
助
や
初

期
消
火
活
動
は
、
地
域
住
民
の
役
割
が
大

き
く
、
そ
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
（
自

助
）
、
地
域
全
体
で
連
携
し
て
守
る
（
共

助
）
、
災
害
に
強
い
基
盤
整
備
（
公
助
）
、

こ
の
3
つ
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
で
、
防
災

対
策
の
効
果
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

 

「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
」
を
め

ざ
し
、
各
種
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
防
災
等
に
関
す
る
こ
と
は
、

総
務
課
防
災
対
策
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
主
な
事
業
】

　

自
主
防
災
会
の
設
立
支
援
等
（
勉
強
会
な

ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
、
地
震
津
波
訓
練

の
実
施
・
避
難
場
所
や
避
難
路
等
の
整
備
、

倒
壊
し
た
家
屋
か
ら
の
救
出
な
ど
に
使
う
防

災
資
機
材
（
ツ
ル
ハ
シ
、
ハ
ン
マ
ー
、
担
架

な
ど
）
の
無
償
貸
与
、
防
災
グ
ッ
ズ
（
緊
急

避
難
時
持
出
用
品
セ
ッ
ト
）
購
入
補
助
（
限

度
額
4
0
0
0
円
）
、
町
内
全
域
の
津
波
浸

水
区
域
な
ど
を
標
示
し
た
総
合
防
災
マ
ッ
プ

の
作
成
（
全
世
帯
配
布
予
定
）
、
防
災
行
政

無
線
の
管
理
・
災
害
に
よ
る
孤
立
が
予
想
さ

れ
る
地
区
へ
の
衛
星
携
帯
電
話
の
整
備
（
優

先
度
の
高
い
地
区
か
ら
今
後
整
備
予
定
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。

愛
南
町
が
進
め
る
防
災
対
策
事
業
は

　

久
良
公
民
館
で
約
60
名
が
参
加
し
て
、

愛
媛
地
震
防
災
技
術
研
究
会
、
愛
媛
大
学

防
災
情
報
研
究
会
、
町
・
久
良
地
区
の
共
催

に
よ
る
「
津
波
防
災
地
図
作
成
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
a
t
久
良
地
区
i
n
愛
南
町
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
同
地
区
は
、
4
9
0
世
帯
、

1
,
1
5
0
名
が
お
り
、
南
海
地
震
が
発
生

す
れ
ば
、
5
m
以
上
の
津
波
が
到
達
す
る
と

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

防
災
マ
ッ
プ
作
成
で
は
、
同
地
区
を
8
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
、
航
空
写
真
を
基
に
し
た
地

図
に
、
浸
水
の
危
険
が
あ
る
10
m
の
ラ
イ
ン

を
書
き
、
避
難
の
経
路
・
場
所
を
確
認
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
「
私
の
家
も
水
没
だ
!
」

「
あ
そ
こ
の
家
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
誰
が
助

け
る
?
」な
ど
と
、参
加
者
み
ん
な
が
身
近
な

問
題
と
し
て
捉
え
、真
剣
な
話
し
合
い
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
の
午
後
は
、
地
区
内
を
歩
き

避
難
路
や
誘
導
看
板
等
の
状
況
、
そ
の
他
、

地
震
の
揺
れ
に
対
す
る
地
盤
の
強
度
な
ど
、

愛
媛
地
震
防
災
技
術
研
究
会
や
愛
媛
大
学
防

災
情
報
研
究
会
に
よ
る
現
地
調
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
取
組
み
が
、
今
後
の

安
全
・
安
心
な
生
活
環
境
の
創
造
に
向
け
た

具
体
的
な
動
き
と
し
て
、
町
内
全
域
に
広
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。           

　

今
後
、
い
つ
来
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に

対
し
て
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
が
共
に
助
け
合

う
と
い
う
仲
間
意
識
を
持
ち
、
自
ら
の
安
全

を
考
え
た
り
、
地
区
を
見
つ
め
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
み
ん
な
で
安
全
を
守

る
た
め
に
行
動
を
起
こ
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
町
と
し
て
も
、
様
々
な
防
災

情
報
の
提
供
や
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

き
ま
す
。

み
ん
な
で
進
め
よ
う
、
安
全
・
安
心
な
久
良
地
区
!

海抜10mラインを引き、津波の遡上等について専門家の意
見を聞き、一時避難場所や避難経路を話し合っています。

津波防災地区作成によって、明らかになった地区の問題点
等について発表しています。

10
/
29
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自
主
防
災
組
織
と
は
、
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
（
自
治
会
）
の
機
能
を
活

か
し
つ
つ
、
「
自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
自
覚
、

連
帯
感
に
基
づ
い
て
自
主
的
に
結
成

す
る
組
織
で
、
平
常
時
は
防
災
知
識

の
普
及
や
啓
発
、
地
域
の
避
難
路
や

安
全
設
備
の
点
検
、
防
災
訓
練
な

ど
の
実
施
。
災
害
時
に
は
、
初
期
消

火
や
救
出
・
救
助
、
被
害
情
報
の
収

集
、
避
難
誘
導
、
避
難
所
の
運
営
な

ど
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

　

現
在
、
城
東
自
主
防
災
会
（
城
辺

上
地
区
）
が
発
足
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
、
多
く
の
地
区
で
「
自
主
防
災

組
織
」
設
立
の
動
き
が
生
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
っ
て
・
・
・
・

　国の地震調査委員会の評価に
よると、愛南町ではマグニチュ
ード8.4前後、震度は6弱、5強、
5弱と予想されています。そし
て、本町で特に懸念される津波
の高さは、深浦・船越・福浦漁
港が県内で最も高い、5.3m～
5.9m、津波の第一波の到達時間
も西海地域で31分と想定されて
います。
　また、その発生率は、過去の
記録から100年から150年の周
期で繰り返し起こることが分か
っていて、前回の発生が昭和21
年ですから、50年以内が80%、
30年以内が50%、20年以内が
30%、10年以内が10%と示され
ています。来るべき南海地震等
の自然災害に備え、避難路の確
認など、一人ひとりが今できる
災害予防策を取りましょう。

南海地震って、どんな規模なの?

安全、安心、久良をめざして

久良（新浦）地区での現地調査をして、石
垣やブロック塀、古い家屋など、地震に
よって倒壊し、津波からの避難を妨げる危
険があるものなどを確認中。

一時避難場所の土地のゆれやすさを測定中！
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特集
2

考
え
て
み
よ
う
、
私
た
ち
の
老
人
医
療

　老人医療費は、お医者さんでみなさんが支払っている分（一部負担
金）のほかに、国民健康保険や健康保険などからの拠出金、国や県、
町からの負担金など、いろいろな人たちの協力によってまかなわれて
います。近年、高齢化に伴う老人医療費が増加しており、医療制度の
存続が危ぶまれています。みなさんが今後も安心して医療を受けるこ
とができるよう、医療費を大切に
使いましょう。

町の保健福祉政策　
　保健福祉課では、健康づくり施策と
して、
・肥満改善教室
・脳卒中再発予防教室
・オタッシャ教室
（脚力等を向上して転倒や骨　   
　折、寝たきりにならないよう
　な運動を行う)
・個別健康教育
　(高脂血症・糖尿病等の要指　 
　 導者が対象)
・健康相談
以上のような事業を本庁保健福

祉課や各支所で行っています。

　また、在宅介護支援センター

では、自分の身体機能の変化を受

け入れながら、いきいきとした生

活ができるよう様々な事業を実施してい

ます。主な事業としては、

・転倒骨折予防教室
・足指爪のケア教室
・IADL教室
　(自分の生活習慣を見直　
　 し、家事の能力向上を
　 図る)
などを行っています。

　また、このような事

業の他にも、関係機

関と連携をとりなが

ら、高齢になって

も地域とつながり

をもち、健康でい

きいきとした生活

が送れるようサポ

ートをして

います。
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愛南町の老人医療費の状況

医療費の増加は、保険税の値上げや自身の負担となってはね返ってきます。日頃か
ら、健康づくりや上手な受診を心がけ、老人保健制度を有効に使い、医療費の節約に
努めましょう。

総医療費 老人受給者年平均人数 一人当り年間医療費 愛媛県一人当り年間医療費

平成15年度 36億8,623万円 5,372人 686,193円 748,548円
平成16年度 35億1,996万円 5,119人 687,625円 780,667円

こんな時は届け出を
 ※印鑑・健康保険証・老人受給者証をご持参ください。

　○加入している健康保険証（被保険者証）が変わったとき。
　○転出や転居で住所が変わったとき。
　○交通事故など第三者行為により老人保険を使うとき。

愛南町老人医療費（各年度旧5町村合算額）

平成16年度の愛南町の老人医療費の総額は、35億1,996万円です。 
受給者1人当たり約688,000円で、前年度より0.2％の増となっています。

一年間の町の老人医療費の内訳

上手なお医者さんのかかり方
　○お医者さんの掛け持ちはやめましょう。
　○時間外、休日受診はなるべく避けましょう。
　○薬をたくさんほしがるのはやめましょう。
　○家庭医を持ちましょう。
　○お医者さんを信頼し、指示を守りましょう。
　○定期的に健康診断を受け、病気の早期発見、早期治療
　　を心がけましょう。

愛南町

688千円

▲

津島町

749千円

▲

宇和島市

732千円

▲

鬼北町

640千円

▲

三間町

643千円

▲

県平均

781千円

▲

平成16年度一人当たり老人医療費近隣市町村との比較

療養費
9,549千円

入院
1,554,083千円

食事療養
152,282千円

入院外
1,127,050千円

歯科
84,574千円

調剤
584,523千円

訪問看護
7,895千円

合計 3,519,956千円
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図１　路線価付設

土地Ａ 土地Ｂ

間口

Ａ正面路線価

Ａ正面路線価

Ｂ正面路線価

間口

奥行

奥行

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

土地に対する課税のしくみ
　土地に対する固定資産税は、総務大臣が定めた固定資産評価基準により決定した価格（評価額)を

もとに課税標準額が算定され、税率を乗じて税額が計算されます。 

　土地の価格（評価額）は、地目別に定められた評価方法によって１平方メートル当たりの価格を決

定し、その土地の地積（面積）をかけて求めます。 

　ア 地目 

　地目は、土地の使用状況をいうもので、宅地、田及び畑（併せて農地といいます。）、山林、

池沼、原野および雑種地などがあります。土地の評価上の地目は、現況地目によるものとされ

ています。土地の地目は登記簿に記載されており、通常、登記簿上の地目と現況地目は一致し

なければなりません。しかし、登記は申請主義であることから登記簿上の地目と現況地目は一

致しない場合があります。このことから、各筆の土地について均衡のとれた適正な評価を行う

ため、土地の評価は、登記簿上の地目にかかわりなく、その年の１月１日（賦課期日）の状況

で認定します。

　イ 地積 

　　　　地積（土地の面積）は、原則として土地登記簿に登記されている地積によります。 

価格（評価額）＝１平方メートル当たりの価格×地積

価格（評価額)の算定

宅地の評価方法について

　平成18年度の評価替えに伴い、都市計画区域の用途指定地区は、その他の宅地評価法（標準地比準

方式)から市街地宅地評価法（路線価方式）に変更します。また、それ以外の地区は、その他の宅地

評価法（標準地比準方式）から市街地宅地評価法と同様な準路線価方式に変更します。なお、旧内海

村については平成15年度から準路線価方式を採用しています。

　１．細かな評価計算（図１） 

　これまでは、それぞれの地区に設定し

ていた標準宅地を鑑定評価し、それぞれ

の宅地は標準宅地の鑑定価格をもとにし

て評価額を決定していました。平成18年

度から宅地の前面道路の幅に応じて路線

価を付設し、それぞれの宅地は、正面路

線の路線価から間口、奥行き等の諸条件

に応じて細かな減少補正率を設け評価額

を決定する予定です。

　２．現況課税の把握 

　航空写真や現地調査により現況地目による課税をします。

例１　登記地目が山林、農地であっても建物の敷地である場合は宅地で評価します。

例２　登記地目が山林、農地であっても空き地、駐車場、資材置き場等である場合は雑種地で

評価します。

例３　１筆の土地（山林、農地等）のうち、一部のみ宅地あるいは雑種地として利用している

場合は、それぞれの利用形態に応じて分割して評価します。この場合概ね30㎡以上の別

途利用を目安としています。
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登記地目「山林」

課税地目「山林」

破線部
課税地目「宅地」

建物

図２　１筆の土地で利用区分が異なる場合

役場からのお知らせ

家屋に対する課税のしくみ

　３．住宅用地区分の把握（図２） 

　居住用の住宅が建っている宅地につ

いては、住宅用地の特例により課税標

準額が低くなります。住宅が滅失して

いる場合は、住宅用地の特例が受けら

れなくなり、課税標準額が上昇しま

す。今までは見落としなどにより、建

物がないにもかかわらず住宅用地とし

て特例を受けていた宅地がありました

が、今回航空写真や現地調査などによ

り住宅用地区分を判定します。

　ア 再建築価格  
　評価の対象となった家屋と同一のものを、評価の時点において、その場所に新築するものと

した場合に必要とされる建築費を計算したものです。 

　イ 経年減点補正率  
　家屋の建築後の年数の経過によって生ずる損耗の状況（いたみ具合)による減価等をあらわ

したものです。 

　家屋に対する固定資産税は、総務大臣が定めた固定資産評価基準に基づいて家屋の価格（評価額)

を決定し、その価格を課税標準額として税率を乗じて税額が計算されます。

　なお、一定の要件を満たす新築住宅については、税額が減額されます。

価格（評価額）の算定
　家屋の評価は、屋根・外壁・基礎・天井・内壁・床・建築設備等が対象となり、その資材の施工量

や施工程度などにより再建築価格を算出し、経年減点補正率をかけて価格（評価額）を求めます。

価格（評価額）＝再建築価格×経年減点補正率

　こうして求めた価格（評価額）は、原則として３年間据置かれます。つまり、３年毎にある評価替

えで価格（評価額)の見直しを行います。

　また、既存の家屋の評価替えを行う場合には、前回の評価替え年度との物価水準の違いも算定に加

えることとされています。これは、再建築価格が建築資材費と労務費をもとに算出しているため、物

価の違いを加味しなければ、評価替え時点に同一のものを新築する為にかかる建築費を算出できない

からです。したがって、前回の評価年度から今回の評価年度の３年間における物価の推移と経年減点

補正率の減少によって新しい評価額を決定します。

　なお、経年減点補正率の減少分より、物価の上昇分が大きかったとしても原則として評価額が上が

ることはありません。前回の評価額に据え置かれます。次の評価替えは平成18年度となります。

価格（評価額）の据置きと評価替え

家屋を新築・増築した時
　名義を保存したい場合、所轄の法務局（松山地方法務局宇和島支局）で手続することになります。

　　また、何らかの事情により家屋の名義を保存しない場合、税務課に連絡してください。

　どちらの場合も、担当職員が家屋調査を行い、評価基準により適正な価格を算定します。
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　なお、「耐用年数1年未満の資産・所得価格が20万円未満の資産で、法人税法等の規定により３年以

内に一括して均等償却するもの・自動車税及び軽自動車税の対象となるもの」等については、課税の

対象とはなりません。

　固定資産税は、土地及び家屋のほか償却資産も課税対象となります。償却資産の所有者は毎年1月1

日現在に所有する資産について申告していただくことになっております。

償却資産に対する課税のしくみ

償却資産とは

償却資産の評価

価格の決定

申告する必要がある人

申告書の提出期限

　償却資産とは、土地や家屋以外の事業に用いられる有形資産のことです。具体的には、構築物、機

械、船舶、運搬具、工具及び備品などが該当します。詳しくは税務課 資産税係までお尋ねください。

　固定資産評価基準に基づき、所得価格を基礎として所得後の経過年数に応じた価値の減少を考慮し

て評価します。

　償却資産の価格の決定は、評価額と1月1日（賦課期日）現在における該当償却資産の理論帳簿価額

とを比較して、そのいずれか高い額をもって行うこととされています。

　平成18年1月1日現在、町内に償却資産を所有する個人または法人の方です。また、平成17年中に資

産内容に異動がない場合や課税標準額の合計が免税点未満（150万円）となり課税されない場合も申

告は必要です。

　愛南町役場 税務課 資産税係　℡  0895－72－1211（内線145・146）

お問い合わせ

　なお、申告書は平成17年12月上旬に、申告の案内を同封して郵送いたしますが、町内で新規に事

業を始めた人など申告書が必要な方は税務課 資産税係までご連絡くださいますようよろしくお願い

いたします。

　提出期限は
平成18年1月31日（火) までに

　本庁税務課もしくは各支所に提出してください。ご協力をお願いいたします。

家屋を取り壊した時
　家屋を取り壊した場合、登記されている家屋については、所轄の法務局で滅失登記の手続をするこ

とになります。また、未登記家屋（登記されていない家屋）の場合は、税務課に連絡してください。

担当職員が現地を確認のうえ、次年度の課税台帳から当該家屋の登録を削除することになります。

家屋の名義を変更した時
　家屋の名義を変更したい場合、登記されている家屋については、所轄の法務局（松山地方法務局宇

和島支局）で手続することになります。

　また、未登記家屋（登記されていない家屋）の場合は、税務課に連絡してください。



広報 　　　　 Ｈ１７.１２.１11

いい句ができました！

役場からのお知らせ
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統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

平
成
17
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月
31
日
現

在
で
行
い
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
本
年
12
月

か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い

し
ま
す
。
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た

内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
調
査

内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確

な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
員
は
、
愛
媛
県
知
事
か
ら
任

命
さ
れ
た
地
方
公
務
員
で
、
知
事
が
交
付
し

た
「
調
査
員
証
」
を
必
ず
身
に
着
け
て
い
ま

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
企
画
財
政
課
政
策
推
進
室
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 
企
画
財
政
課
か
ら
！

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

 

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
か
ら
、
全

自
動
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
軽
消
防
自
動
車

（
４
輪
駆
動
）
が
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
御
荘
方
面
隊
第
２
分
団
（
左
右
水
）
に

配
備
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
寄

贈
さ
れ
た
消
防
自
動
車
を
活
用
し
、
よ
り
一

層
の
消
防
活
動
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

愛
媛
県
消
費
者
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
！

消
費
者
で
困
っ
た
と
き
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

県
で
は「
愛
媛
県
消
費
者
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

（
県
下
50
名
）
に
、
地
域
に
お
い
て
消
費
生
活

に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
た
り
、
悪
徳
商
法
な

ど
様
々
な
消
費
者
問
題
に
つ
い
て
助
言
を
行
う

な
ど
、
地
域
と
行
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て

活
動
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
身
近
に
消
費
者
問
題
が
生
じ
た
場

合
に
は
、
お
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

愛
南
町
の
消
費
者
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、

椙す
ぎ
や
ま山

壽す

惠え

子こ

さ
ん
（
７
２
―

１
５
４
４
）
で

す
！
任
期
は
、
平
成
18
年
３
月
末
ま
で
で

す
。
詳
し
く
は
、
総
務
課
男
女
参
画
係
へ
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

 

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

年
末
に
向
け
て
、
火
の
用
心
！

　

全
国
火
災
予
防

運
動
に
あ
わ
せ

て
、
消
防
署
、
御

荘
方
面
隊
に
よ
る

防
火
パ
レ
ー
ド
が

行
わ
れ
、
幼
年
・

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
平
城
小
学
校
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
鼓
隊
他
約
１
４
０
名
が
参
加
し
、
火

災
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

 

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

優
秀
安
全
事
業
所
と
し
て

愛
南
町
消
防
署
が
表
彰
！

　

自
動
車
安
全
運

転
セ
ン
タ
ー
が
発

行
す
る
運
転
記
録

証
明
書
（
交
通
違

反
や
人
身
交
通
事

故
の
履
歴
）
を
活

用
し
、
事
業
所
職

員
の
交
通
安
全

対
策
を
効
果
的
に
推
進
し
た
優
秀
安
全
運
転

事
業
所
と
し
て
、
愛
南
町
消
防
署
が
同
セ
ン

タ
ー
県
事
務
所
長
と
愛
南
警
察
署
長
の
連
名

で
銅
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
運
転
記
録
証
明
書
を
職
員

の
安
全
運
転
管
理
に
活
用
し
て
い
る
全
国
の

事
業
所
を
対
象
に
、
過
去
一
年
間
の
交
通
違

反
や
人
身
交
通
事
故
の
件
数
が
一
定
の
基
準

以
下
で
あ
っ
た
事
業
所
に
与
え
ら
れ
る
も
の

で
、
県
内
で
は
、
そ
の
他
２
事
業
所
が
銀

賞
、
銅
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
金

賞
、
銀
賞
、
銅
賞
に
区
分
さ
れ
、
平
成
17
年

１
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
、
誰
も
が
安
全
で
安
心
な
生
活
が
で
き
る

よ
う
、
無
事
故
・
無
違
反
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
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/
25

 

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

再
発
見
か
ら
始
ま
る
「
農
の
元
気
」

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

で
、
認
定
農
業
者
や
生

活
研
究
グ
ル
ー
プ
な
ど

で
つ
く
る
「
町
担
い
手
協
議
会
」
２
５
０
名

が
集
い
「
愛
南

農
業
者
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

南
宇
和
高
校

の
生
徒
や
農
家

の
活
動
事
例
発

表
、
農
の
風
景
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
、
河
内
晩

か
ん
の
加
工
品
コ
ン
ク
ー
ル
、
阿
藤
快
さ
ん

か
ら
「
食
と
農
を
担
う
人
々
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
、
俳
人
夏
井
い
つ
き
さ
ん
に
よ
る
句
会

ラ
イ
ブ
な
ど
、
新
し
い
農
業
や
豊
か
な
自
然

に
育
ま
れ
た
産
品
を
活
か
し
た
加
工
品
づ
く

り
に
つ
い
て
探
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
交
流
を
通
じ
て
、
生
産
者
の
意

欲
が
高
ま
り
魅
力
あ
る
「
愛
な
ん
ブ
ラ
ン
ド
」

が
多
く
生
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

11
/
14
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『
健
康
増
進
計
画
』
は
、
住
民
み
ん
な
で

「
健
康
づ
く
り
」
を
実
践
し
て
い
く
た
め
の

基
本
と
な
る
行
動
計
画
で
す
。
計
画
が
達
成

で
き
る
よ
う
に
、
個
人
・
家
族
・
地
域
と
行

政
や
関
係
機
関
が
連
携
し
、
共
通
の
「
健
康

実
現
」
に
向
か
っ
て
、
平
成
19
年
度
か
ら
10

年
間
か
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

 

愛
南
町
で
は
、
こ
の
計
画
を
共
に
考
え
、

 
保
健
福
祉
課
か
ら
！

愛
南
町
健
康
増
進
計
画

ワ
ー
キ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
募
集
！

共
に
つ
く
り
あ
げ
て
頂
く
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
ン

バ
ー
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

募
集
要
項

応
募
資
格   

18
歳
以
上
で
愛
南
町
に
住
所
を

　
　
　
　
　

有
す
る
方

募
集
人
数   

10
名
程
度

活
動
期
間   

平
成
18
年
１
月
〜

　
　
　
　
　
　
　

平
成
19
年
３
月

応
募
締
め
切
り　

平
成
18
年
１
月
６
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
ま
で

活
動
内
容　

健
康
づ
く
り
地
区
組
織
メ
ン
バ

　
　
　
　
　

ー
と
一
緒
に
、
毎
月
１
回
程
度

　
　
　
　
　

住
民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
と

　
　
　
　
　

し
て
計
画
づ
く
り
を
し
ま
す

応
募
方
法　

左
記
ま
で
直
接
ま
た
は
電
話
に

　
　
　
　
　

て
申
し
込
み
く
だ
さ
い

問
い
合
せ
先　

　

保
健
福
祉
課
健
康
増
進
係

　
　

担
当　

保
健
師　

西
田　

　
　
　
　
　

栄
養
士　

新
谷

　
　
　
　

℡  
７
２
―

１
２
１
２

　
　
　
　

（
城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
） 

 

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
、

お
済
み
で
す
か
？

　

み
な
さ
ん
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　

愛
南
町
で
は
65
歳
以
上
の
方
に
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
券
を
発
行
し
て
い
ま

す
。
接
種
券
発
行
は
、
12
月
28
日
ま
で
で
す

の
で
、
お
済
み
で
な
い
方
で
接
種
を
希
望
さ

れ
る
方
は
お
早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

な
お
、
１
月
以
降
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
の
で

12
月
30
日
ま
で
に
予
防
接
種
を
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

対
象
者 

　

65
歳
以
上
住
民
の
方
（
接
種
日
現
在
で
65

歳
以
上
の
方
）

※
法
的
に
必
ず
接
種
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
人
の
意
思

に
よ
る
接
種
と
な
り
ま
す
。

接
種
方
法
等

　

左
記
表
と
お
り
で
す
。

６５歳以上の方

実 施 期 間
平成１７年１０月１５日～
平成１７年１２月３０日　

申込み窓口
各支所保健センター

（御荘支所は住民福祉課）

接 種 回 数 １　回

接 種 料 金 無　料

注　　　意
希望の方は来所または電話で申し込みを
して下さい。その場で発行または郵送に
なります。

第
５
回 

健
康
推
進
委
員
会

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
風
景

                     

（
11
月
２
日
）

●
一
生
健
康
と
は
限
ら
な
い
。
年
を
と
っ

て
も
、
病
気
に
な
っ
て
も
、
障
害
が

あ
っ
て
も
、
心
豊
か
に
楽
し
く
過
せ
る

町
に
し
た
い
な
あ

●
友
達
や
家
族
と
つ
な
が
り
が
あ
る
暮
ら

し
に
し
た
い

●
町
に
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
い
て
、
家
族

み
ん
な
が
健
康
で
い
た
い

●
93
歳
の
義
母
は
「
寂
し

い
」
と
い
う
。
話
し
か

け
る
だ
け
で
も
、
心
の

支
え
に
な
る
と
喜
ん
で

く
れ
る
。
「
一
人
ひ
っ

そ
り
暮
ら
さ
な
い
町
」

に
し
た
い

●
年
代
を
超
え
、
家
族
を

超
え
、
地
域
で
、
町

で
、
支
え
ら
れ
る
町
に

し
た
い

接
種
医
療
機
関

   

町
内
の
指
定
医
療
機
関
に
お
い
て
接
種
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
申
し
込
み
窓
口
ま
た

は
、
接
種
券
送
付
時
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

問
い
合
せ
、
申
し
込
み
先

城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

７
２
―

１
２
１
２

御
荘
支
所 

住
民
福
祉
課   

７
２
―

１
１
１
１

一
本
松
保
健
セ
ン
タ
ー    

８
４
―

１
２
５
１

西
海
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

８
２
―

０
０
３
３

内
海
保
健
セ
ン
タ
ー       

８
５
―

０
８
８
８

　

「
10
年
後
愛
南
町
で
、
私
た
ち
み
ん
な

が
ど
ん
な
暮
ら
し
を
し
た
い
か
（
こ
ん
な

町
で
あ
り
た
い
）
」
を
テ
ー
マ
に
い
ろ
い

ろ
な
意
見
を
出
し
て
頂
き
ま
し
た
。
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含有分析調査

空気環境測定中

役場からのお知らせ

 

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
!!

　

年
金
請
求
者
の
利
便
性
の
向
上
、
裁
定
請

求
漏
れ
の
防
止
、
裁
定
事
務
の
簡
素
化
に
向

け
て
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
が
確
認

で
き
た
方
々
に
、
年
金
加
入
記
録
な
ど
あ
ら

か
じ
め
印
字
し
た
「
裁
定
請
求
書
」
を
、
年

金
支
給
開
始
年
齢
（
60
歳
ま
た
は
65
歳
）
到

達
月
の
３
ヵ
月
前
に
送
付
す
る
サ
ー
ビ
ス
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
問
合
せ
先
と
し
て
、
「
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
」
が
、
始
ま
り
ま
し
た
。
全
国
ど

こ
か
ら
で
も
、
市
内
通
話
料
金
の
み
で
全
国

の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
や
中
央
年
金
相
談
室

に
つ
な
が
る
仕
組
み
で
す
。

☆
年
金
請
求
な
ど
の
年
金
相
談

　

０
５
７
０
―

０
５
―

１
１
６
５

☆
年
金
を
お
受
け
に
な
っ
て
い
る
方
の
年
金

相
談

　

０
５
７
０
―

０
７
―

１
１
６
５

　

今
月
の
社
会
保
険
・

　

年
金
一
日
相
談

　

日　

時　

12
月
15
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

　

場　

所　

城
辺
商
工
会
館
２
階

 
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

「
裁
定
請
求
の
事
前
送
付
」

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
よ
り
一
層
図
る

た
め
、
住
民
の
方
々
と
接
す
る
窓
口
業
務
を

担
当
す
る
町
民
課
・
税
務
課
・
本
庁
保
健
福

祉
課
・
各
支
所
保
健
福
祉
課
（
御
荘
支
所
は

住
民
福
祉
課
）
の
職
員
が
、
講
師
に
山
田
大だ

い

藏ぞ
う

先
生
（
熊
本
県
小
国
町
出
身
）
を
招
き
、

接
遇
や
あ
い
さ
つ
、
電
話
応
対
の
基
本
や
職

員
と
し
て
の
心
構
え
に
つ
い
て
の
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
山
田
先
生
は
、
地
域
お
こ
し
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
経
営
診
断
な
ど
を
行
う

「
風
だ
よ
り
」
を
設
立
さ
れ
、
全
国
各
地
で

人
材
育
成
等
の
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
、
こ
の
よ
う
な
研
修
を

通
じ
て
、
住
民
の
方
々
に
信
頼
さ
れ
、
愛
さ

れ
る
職
員
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

 

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

信
頼
さ
れ
る
職
員
を
め
ざ
し
て

11
/
7
〜
10

12
/
5
・
6

　

町
で
は
、
報
道
等
で
問
題
に
な
っ
て
お
り

ま
す
公
共
施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ
い
て
、

８
月
よ
り
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
対

象
施
設
は
、
公
営
住
宅
・
学
校
・
保
育
所
・

公
民
館
・
集
会
所
・
病
院
・
消
防
施
設
等
の

町
が
管
理
し
て
い
る
２
９
０
施
設
で
す
。

　

結
果
は
、
西
海
し
尿
処
理
場
・
深
泥
加
圧

ポ
ン
プ
室
の
２
施
設
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石

綿
）
の
使
用
が
確
認
さ
れ
、
本
年
度
中
に
除

去
工
事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
小
中

学
校
を
含
む
21
施
設
で
空
気
環
境
測
定
を
実

施
し
ま
し
た
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
は
な

く
国
の
基
準
以
下
で
安
全
面
で
の
問
題
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
お
、
ア
ス
ベ
ス
ト
使

用
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、
含
有
率
分
析

調
査
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
分
析
は
、

12
月
末
に
は
調
査
結
果
の
報
告
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
内
容
を
精
査
の
上
、
今
後
の
対
策

を
検
討
い
た
し
ま
す
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
そ
こ
に
あ
る
こ
と
が
問

題
で
は
な
く
、
老
朽
化
等
で
飛
散
し
浮
遊
し

た
繊
維
を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
り
、
中
皮
腫

等
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
今

後
と
も
、
町
有
施
設
の
安
全
性
の
確
認
や
対

策
工
事
に
取
り
組
み
、
住
民
の
み
な
さ
ま
に

安
全
・
安
心
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

・
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る
相
談
窓
口

を
設
置
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

環
境
に
関
す
る
こ
と　

　
　

環
境
衛
生
課　
　

７
２
―

１
２
１
１

　

健
康
に
関
す
る
こ
と　

　
　

保
健
福
祉
課　
　

７
２
―

１
２
１
２

　

建
物（
一
般
住
宅
な
ど
）に
関
す
る
こ
と

　
　

建
設
課　
　
　
　

７
２
―

１
２
１
１

　

公
営
住
宅
に
関
す
る
こ
と　

　
　

財
産
管
理
課　
　

７
２
―

１
２
１
１

　

学
校
施
設
等
に
関
す
る
こ
と　

　
　

教
育
委
員
会　
　

７
２
―

１
１
１
３
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役場からのお知らせ

固

定

資

産

税

26日（月）

（3期分/4期）

国

民

健

康

保

険

税

26日（月）

（7期分/10期）

介

護

保

険

料

保

育

所

保

育

料

26日（月）

下

水

道

使

用

料

※
西
海
地
域
の
定
期
納
入
日
は
、
22
日（
木
）

　

で
す
。

口
座
振
替
の
お
知
ら
せ

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益

費
、
駐
車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当

月
分
を
月
末
に
振
替
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
、

翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料

の
振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日

は
翌
月
の
10
日
で
す
。

❸
既
に
旧
町
村
で
口
座
振
替
依
頼
書
を

提
出
し
て
い
る
方
は
、
新
た
に
提
出

す
る
こ
と
な
く
、
愛
南
町
と
し
て
処

理
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
税
は
納
期
限
ま
で
に
確
実
に

納
入
し
ま
し
ょ
う
！

税
に
関
す
る
ご
質
問
は

　

本
庁
税
務
課
ま
で
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

 

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

12
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

保健事業のお知らせ（12月）

　

青
少
年
問
題
を
扱
う
関
係
機
関
が
緊
密
な

連
携
を
図
り
、
青
少
年
の
生
活
指
導
・
非
行

防
止
の
補
導
活
動
を
推
進
し
、
青
少
年
の
健

全
育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
愛
南

町
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
各
地
域
の
委
員
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
夏
休
み
や
11
月
の
強
調
月
間
等
に

 
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
願
っ
て
！

あ
わ
せ
て
、
校
区
別
に
巡
視
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
各
地
域
の
委
員
の
方
々
】

役　

職

氏　

名

役　

職

氏　

名

会
長

小
野
山
浩ひ

ろ

し司

城
辺
支
部
長

金
繁　

博ひ

ろ

き樹

副
会
長

末
武　

文ふ

み

お男

副
支
部
長

砂
田　

豊と
よ
あ
き秋

内
海
支
部
長

藤
井
吟ぎ

ん
い
ち
ろ
う

一
郎

一
本
松
支
部
長

 

髙
田　
　

勲
い
さ
お

副
支
部
長

金
田　

孝こ
う
い
ち一

副
支
部
長

橋
本
カ
ズ
ミ

御
荘
支
部
長

吉
田　

琢た

く

し士

西
海
支
部
長

吉
田　

鋭え
い
ぞ
う三

副
支
部
長

 

桝
岡　
　

功
い
さ
お

副
支
部
長

平
野　

三み

つ

お男

☆☆☆☆☆☆☆各種健（検）診☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場所 受付時間

乳・子宮がん検診

骨粗鬆症検診

12月15日 木 御荘文化センター 　１２：００～１４：３０

12月16日 金 赤水公民館 　１２：００～１４：３０

12月19日 月 菊川農村研修センター 　１２：００～１４：３０

12月20日 火 御荘文化センター 　１２：００～１４：３０

☆☆☆☆☆☆☆乳幼児健康診査☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場所 対象年齢

２歳児健診
12月  7日 水 御荘文化センター

H15年8月1日～10月31日生
12月13日 火 城辺保健福祉センター

５歳児健診
12月14日 水 御荘文化センター

H12年8月1日～10月31日生
12月21日 水 城辺保健福祉センター

＊対象：御荘文化センター（内海地域、御荘地域、西海地域）、城辺保健福祉セン
ター（城辺地域、一本松地域）対象者には通知します

☆☆☆☆☆☆☆育児相談☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場所 受付時間

みるくひろば 12月  7日 水 一本松保健センター ９：３０～１１：３０

みなみっ子 12月26日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０

☆☆☆☆☆☆☆予防接種☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場所 受付時間

ポリオ

12月  1日 木 御荘文化センター １２：３０～１３：００

12月15日 木 城辺保健福祉センター
１３：００～１３：３０

要予約

＊対象者には通知します

☆☆☆☆☆☆☆そ の 他☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場所 受付時間

両親学級「かるがも教室」 12月18日 日 城辺保健福祉センター
　９：３０～１１：３０

事前申込み

育児学級「わんぱくクラブ」 12月21日 水 城辺保健福祉センター １０：００～１１：３０

病態別栄養相談 12月12日 月 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

事前申込み

保健事業に関する問合せ先　保健福祉課　℡  ７２－１２１２
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1２・1月行事予定表

心配ごと（弁護士）相談所
　●12月13日（火）午後2時～4時
　●一本松保健センター（事前に予約が必要です。）
　　　　　　　　社会福祉協議会　一本松支所
　　　　　　　　〈問合せ先〉７０－２１７７

役場からのお知らせ

今月の犬・猫の引取日は以下のとおりです

  ７日・１４日・２１日
水曜日のAM8：30～10：00
1月の引取日は、
  ４日・１１日・１８日
水曜日のAM8：30～10：00
　上記の時間内に、認め印を持って役場本
庁または各支所まで連れてきてください。
（猫は通気性の良い袋に１匹ずつ入れて、
逃げ出さないようにしてください※複数の
子猫は１つの袋で可）詳しくは、本庁環境
衛生課℡  72－1211（内線503）または各支
所の地域振興課まで問い合せください。

12月の当直医
一　般　内　科

第１日曜日   4日 岡沢クリニック 御荘平城 ☎70-1511

第２日曜日 11日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

第３日曜日 18日 浜口医院 城辺甲 ☎72-0038

天皇誕生日 23日 国保一本松病院 一本松 ☎84-2255

第４日曜日 25日 内海診療所 柏 ☎85-0341

土　曜　日 31日 内海診療所 柏 ☎85-0341

備考１．診療時間は午前９時より午後４時迄。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

救　急　担　当

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城辺甲 ☎72-1231

日 曜 時　間 行事名 場　所

2 金 １４：００～ 商工会合併調印式 御荘町商工会館

3 土

  ９：００～１１：５０
深浦小学校区別人権・

同和教育懇談会
深浦小学校

  ９：００～２１：００ 第２回内海文化祭 ＤＥ・あ・い・２１

１３：００～１６：３０ 愛南町PTA研究大会 御荘文化センター

１４：００～１６：００ 子ども映画会 御荘夢創造館

4 日

  ８：４０～１５：００ 第２回内海文化祭 ＤＥ・あ・い・２１

９：００～
道の駅みしょうMIC
開駅8周年記念

「わくわく感謝祭」
道の駅みしょうMIC

  ９：００～１１：３０
菊川小学校区別人権・

同和教育懇談会
菊川小学校

１３：００～１４：３０
西浦小学校区別人権・

同和教育懇談会
西浦小学校

6 火 １４：００～１６：００ 篠南地区、救急救命講習 正木公民館

7 水

１３：００～１５：００ 行政相談（内海地域） ＤＥ・あ・い・２１

１３：００～１６：００
緑小学校区別人権・
同和教育懇談会

緑小学校

8 木

１１：００～ 南宇和自動車教習所落成式 南宇和自動車教習所

１３：３０～ 議会運営委員会 役場本庁

１３：３０～１５：００
長月小学校区別人権・

同和教育懇談会
長月小学校

10 土 １３：３０～１５：４０
人権を考える町民の集い

（講師：ピーター・フランクル）
御荘文化センター

11 日

  ８：３０～１６：００
第１回愛南町スポーツ
少年大会サッカー競技

南レク３号
城辺多目的
グラウンド他

  ８：３０～１６：００
愛南杯・南レク
テニス大会

南レク御荘公園
テニスコート
外２コート

１３：００～１５：００ 行政相談（西海地域） 西海町民会館

１３：００～１５：３０
柏小学校区別人権・
同和教育懇談会

柏小学校

１４：００～１６：００ 幼児映画会 御荘夢創造館

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

13 火 ９：３０～ 議会定例会（初日） 役場本庁議場

14 水 １３：００～１５：００
行政相談

（御荘・城辺・一本松地域）

御荘文化セン
ター・城の辺学
習館・山村開発

センター

日 曜 時　間 行事名 場　所

17 土

１３：００～１５：３０
女性の集い

（講師：東海林のり子）
御荘文化センター

１４：３０～１５：３０ 絵本の読み聞かせ 御荘夢創造館

１５：００～１９：３０
パールイルミネーション

ｉｎＤＥあい
ＤＥ・あ・い・２１

１４：００～ 愛南漁協発足記念式典他 城辺社会福祉会館

18 日
１３：００～１５：３０

家串小学校区別人権・
同和教育懇談会

家串小学校

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

20 火 １０：００～１３：００ しめ縄作り教室 篠山小学校体育館

23 金 天皇誕生日

25 日

１０：００～１５：００ 由良祭り 須ノ川公園売店前

１４：００～１５：００
作って遊ぼう

（幼児親子対象）
御荘夢創造館

26 月 ９：００～ お正月お飾り作り教室 福浦公民館

1月

1 日 元　日

2 月
振替休日

１０：００～１２：００ 旅客船乗り初め式 中泊・外泊・内泊

3 火 １４：００～１５：３０ 平成18年成人式 御荘文化センター

7 土 １４：００～１６：００ 子ども映画会 御荘夢創造館

8 日

９：３０～ 平成18年消防出初式
南レク城辺公園
多目的広場

１０：００～
お薬師祭「奉納相撲」

（小中学生）
福浦常設土俵

１３：００～１５：００ 行政相談（西海地域） 西海町民会館

１４：３０～
四国西南地区高等学校

招待相撲大会
福浦常設土俵

9 月
８：３０～ 第37回深浦少年剣道大会 深浦小学校体育館

成人の日

毎週水曜日（12月28日・1月4日の日を除く。）
９：００～１１：００

子育てサークル「こあら」　御荘保育所
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点
字
で
広
報
を
読
む 7

公
民
館
だ
よ
り

　

久
良
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
で
「
過
去
の
災
害
に

学
ぶ
」
と
題
し
た
成
人
学
級
講
座
を
開
催
し
、

地
区
住
民
約
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
に
、

県
N
P
O
支
援
セ
ン
タ
ー
の
萩は

ぎ

森も
り

一か
ず

路じ

さ
ん
を
招

き
、
「
新
潟
中
越
地
震
災
害
」
等
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
、
現
地
の
写
真
を
見
な
が

ら
、
被
災
地
の
様
子
や
そ
こ
で
感
じ
た
こ
と
な

ど
、
被
災
者
が
何
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か
を
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

久
良
公
民
館

み
ん
な
で
守
ろ
う
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

10
/
25

　

今
回
は
、
点
訳
グ
ル
ー
プ
〝
て
ん
と
う
む
し

の
会
〞
の
方
に
、
点
字
で
広
報
を
読
ま
れ
て
い

る
西
田
功

い
さ
お

さ
ん
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

西
田
さ
ん
は
昭
和
41
年
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
の

資
格
を
取
得
し
、
昭
和
44
年
に
独
立
し
て
マ
ッ

サ
ー
ジ
師
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お

年
寄
り
の
方
に
元
気
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
で
、
昭
和
49
年
か
ら
始
ま
っ
た
老
人

ホ
ー
ム
へ
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
奉
仕
治
療
に
、
毎
年

参
加
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

 

「
広
報
あ
い
な
ん
」
を
読
ん
で
の
感
想
を
と

お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
「
目
で
は
見
え
な
い

町
の
動
き
や
町
の
人
を
、
想
像
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
点
訳
グ
ル
ー
プ
の
方
が

打
つ
点
字
の
一
文
字
一
文
字
に
気

持
ち
が
こ
も
っ
て
い
て
、
い
つ
も

感
謝
し
な
が
ら
読
ん
で
い
ま
す
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
西
田
さ
ん

と
、
点
訳
グ
ル
ー
プ
の
方
達
と
は

平
成
2
年
ご
ろ
か
ら
の
付
き
合
い

で
、
点
字
で
広
報
を
読
む
と
い
う

夢
を
以
前
か
ら
抱
い
て
い
た
西
田

さ
ん
は
、
自
ら
が
グ
ル
ー
プ
の
方

へ
、
点
字
の
講
習
会
を
開
き
熱
心

に
指
導
し
、
そ
の
夢
を
実
現
し
た

そ
う
で
す
。
点
訳
グ
ル
ー
プ
の
方

は
「
自
分
達
の
打
つ
点
字
広
報
は

当
初
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
で
読
め
な

か
っ
た
の
で
は
・
・
・
。
熱
心
に

教
え
て
く
だ
さ
っ
て
、
や
っ
と
今

の
よ
う
に
何
人
か
の
方
に
読
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
、

西
田
さ
ん
に
感
謝
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
今
後
は
、
グ
ル
ー
プ
と
行
政
と
が
同
じ
方

向
を
向
き
、
町
民
誰
も
が
読
む
こ
と
の
で
き
る

広
報
紙
作
り
を
や
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
そ
れ

が
願
い
で
あ
り
希
望
で
す
。
と
、
西
田
さ
ん
は

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
後
も
、
楽
し
ん

で
読
ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

 

南
宇
和
生
活
研
究
協
議
会
に
よ
る

「
ふ
る
さ
と
小
包
12
月
便
」
の
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
今
便
は
、
き
び
な
ご

の
し
ら
干
し
や
こ
ん
に
ゃ
く
等
手
づ
く

り
加
工
品
の
他
、
新
米
の
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ

も
入
り
10
品
と
盛
り
だ
く
さ
ん
。
さ

ら
に
会
員
手
づ
く
り
の
ミ
ニ
し
め
縄
も

入
り
、
お
歳
暮
と
し
て
ま
た
お
正
月
用

と
し
て
喜
ば
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

 

発
送
日
は
12
月
15
日
（
木
）
、
1
箱

3
,
5
0
0
円
（
送
料
込
）
で
す
。
11

月
28
日
か
ら
は
、
町
内
郵
便
局
・
役
場

本
庁
及
び
支
所
で
サ
ン
プ
ル
展
示
中
。

　

皆
さ
ま
か
ら
の
注
文
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
!

問
合
せ
先

南
宇
和
生
活
研
究
協
議
会 

会
長 

濱
本
惠け

い

子こ

（
7
2
ー
2
6
5
4
）

ふ
る
さ
と
の
味
と

　
　

ぬ
く
も
り
を
!

点訳グループ“てんとうむしの会”の上田節
せつ

子
こ

さんから出来

上がったばかりの広報を受け取る西田功
いさお

さん
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あ い な ん 歳 時 記

　南レク3号城辺球場で「南レク夢空間－和太鼓の響き－」が開催され、3,000名が
勇壮な太鼓のリズム、宇和島地区の牛鬼や四つ太鼓の競演に酔いしれました。この
イベントは「ホッと南レク活性化協議会」が実施し、昨年に引き続き2回目になり
ます。太鼓の演奏では、地元城辺若獅子太鼓、炎太鼓(石川県)、愛媛女子短期大学
伝統芸能エイサー部、津島太鼓集団「雅」が迫力のあるバチさばきを披露するな
ど、新鮮な特産品を味わいながら楽しい一日となったようです。

和のリズム、青空に響く！ 10/30

福浦公民館

11/3

魚神山地区

城辺下組

長崎地区の大天狗

一本松・増田地区

家串地区

五つ鹿 家串地区

内泊地区

炎太鼓炎太鼓炎太鼓城辺若獅子太鼓

唄や踊りの秋祭り

秋祭りの宮入が終わり、その余韻の中、午後7時
から福浦公民館で、地域有志の方の協力により
「福浦秋祭り唄と踊りの集い」が開催され、恒例
の三番叟に始まり、ちびっ子から大人までの唄や
踊り、コントまで飛び出て大変盛り上がり、約

250名の観客を魅了していました。 

緑地区

八幡野神社境内

深浦地区
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中林先生

愛南町各地域の
催しなど皆さんからのお便り

おまちしています。
〔広報広聴室〕

72－1211

10/26

甘く美しい音色とともに

子ども抱いたとき知った、命のあたたかさ!

11/15

あっ、阿藤快さんがやってきた!

　御荘文化センターで、合併一周年記念コン

サートとして、クラリネット奏者の五島亜
あ

希
き

子
こ

さんとチェコのウイハン弦楽四重奏団の演

奏会が開催され、470名がバイオリン・ヴィ

オラ・チェロ・クラリネットなど、弦楽器の

優しくも濃厚な音色を堪能しました。

 五島さんは本町出身

で、城辺中学校を卒業

後、高校・大学とクラリ

ネットを専攻され、現在

はソロ、室内楽を中心に

幅広いジャンルでご活躍

されています。

　一本松交流促進センターで「第9回あり

んこくらぶの催し」が昼・夜の部の2回、

小・中学校児童・生徒の人権作文発表と、

中林重
じゅうすけ

祐さんによる「命ってあたたかい」

と題した講演会が開催されました。講演

会では、重度の障害を持つ二人のお子さ

ん、認知症の妻との生活体験から、福祉問題は「支える人と

支えられる人」で議論されるが、本来は社会全体で支え合う

ためにどうしていくのか、弱者を切り捨てない福祉行政の必

要性を訴えられました。また、家庭生活を振り返り、積極的

に社会の中に子供を連れ出す、子供の喜びを見つける、そし

て、親子のスキンシップの必要性など、まさに親子による悲惨

な犯罪が目につく今日、改めて親子関係を見つめ直す機会と

なりました。

　ありんこくらぶ（宮崎和友会

長）がめざす「障害があっても共

に生きることができる町」に向

け、このような講演会を通じて、

思いやりや優しさが一人ひとりに

芽生えることを期待しています。

　長月小学校で、阿藤快さんを招き、僧都（5・6年）・

満倉（6年）・篠山小学校（6年）計68名と保護者が親子

おさかな教室を行いました。「ようこそ、阿藤快さ

ん」集会では、児童それぞれが趣向を凝らした歓迎

の言葉に、ちょうど誕生日を迎えられた阿藤さんも

「生れて始めて感動

的な誕生日だった」

と笑顔で話され、児

童も感激した様子で

別れを惜しんでいま

した。

伝えよう、文化の香りを!
　御荘文化センターで「第2回愛南町

文化祭開幕イベント」があり、合唱

団コスモス（御荘地域）、大正琴桂会

（一本松地域）をはじめ各地域の団

体の踊りやカラオケ、創作バレエが披

露されました。また、御荘支部文化祭

（11/12・13）を皮切りに、来年2月

上旬の西海支部（展示部門)まで、活

発な芸術活動が展開されます。このよ

うに、心と体の健康にゆとりをもち、

今後も様々な文化活動が花開くことを

願っています。

11/12

11/12
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織田　若
わかいち

一さん

伊勢　福
ふくお

雄さん

愛媛農林水産賞優秀賞を
受賞!

食べた!笑った!ふれあい広場

きちゃんなはい!
商店街へ!

　城辺町商工会によ

る「愛南町商工まつ

り－きちゃんなはい

城辺－」が中町から

矢の町交差点の間を

歩行者天国として開

催され、カツオ丼や

野菜などの新鮮な物

産市、煙体験ハウス

　御荘B&G海洋センターで

「愛・こころ・共に歩もう愛

南フェスティバル」と題した

「障害者と健常者のふれあ

い広場」が開催されました。

バザー、フリーマーケットは

長蛇の列が出来るほどの賑わいでした。また、自慢の美声を

発揮し観衆を魅了したカラオケ大会、爽やかな汗を流した軽

スポーツ、「何が当たるかなぁ」とプログラムとにらめっこし

た抽選会、参加された500名がそれぞれに楽しい一時を過ご

していました。今後とも、共に助け合い・支え合うまちづく

りに向け、皆様のご協力をお願いいたします。

　愛媛新聞社本社で、第14回愛媛農林水

産賞表彰式があり、愛南漁協ヒオウギ貝養

殖協議会（会長織田若
わか

一
いち

さん）が優秀賞を

受賞しました。この他、３団体が優秀賞、

１名が技術開発賞の栄誉に輝きました。

　内海地域では、100名ほどが真珠母貝養

殖と併用してヒオウギ貝養殖をしており、

これから寒くなる冬場が一番美味しくな

るそうです。是非、一度食べてみてくださ

い。詳しくは、

愛南漁協内海支

所（８５－０３０４）

へ問い合せくだ

さい。

ふるさとの自然に触れる
　御荘夢創造館では、野鳥の会の会員の

みなさんを講師に、鳥や昆虫、草木の名

前や特徴、観察のポイントなどを教わり

ながら、川辺や海辺を歩く自然観察会を

行いました。双眼鏡で珍しい鳥を発見す

るたびに子供たちからは歓声があがり、

楽しい秋の一日となりました。

10/25

農林水産大臣感謝状を受賞!
　伊勢福

ふく

雄
お

さん（油袋）が、松山市で開催された「統

計の日」記念式典において、「漁業経営調査経営体」

（家族型経営体）として、10年余りの永きにわたり、

10/30

や消火器訓練、

10万円の旅行券

等が当たる抽選

会、中・下組唐

獅子・上組八ツ

鹿踊り・豊田神

楽・八幡野神楽

の郷土芸能、南宇和高校吹奏楽部の演奏があり、多

くの見物客で商店街が賑わいました。

10/18

10/30

操業状況や現金の収支、家計

費、財産状況等について詳細

に記帳され、その結果が、国

や地方公共団体の水産行政

施策に貢献されたとして、農

林水産大臣感謝状を受賞さ

れました。

11/13
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エン
ジョ
イ！
スポ
ーツ

一球入魂10/2

　あけぼのグラウンドで、町スポーツ少
年団本部主催の『第 1回愛南町スポーツ
少年大会ソフトボール競技』が開催され
ました。
　快晴の中、町内の各スポーツ少年団か
ら25チーム(1部9チーム、2部10チーム、
3部 6チーム )、総勢約400名が参加して、
熱戦が繰り広げられました。
（大会の結果は、次のとおりです。）

1部  優　勝 : 船越スポーツ少年団 A 
        準優勝 : 福浦スポーツ少年団
2部  優　勝 : 赤水スポーツ少年団
        準優勝 : 菊川スポーツ少年団
3部  優　勝 : 一本松剣道会
        準優勝 : 城辺ソフトボールクラブ B

国技、相撲を広めよう！10/30

走って、飛んで、投げたよ！10/20
　澄み切った秋空のもと、南レク城辺多目的グラウンド
で「第 25 回南宇和郡小学校陸上競技大会」が開催され、
7種目の競技に各学校の代表の選手が参加し、練習の成
果を発揮しようと全力で競技に取り組んでいました。

【大会結果は、各種目 1位のみ掲載 ( ) は学校名〈 〉は記録】

60m 走女子【3年】松田華苗 ( 緑 )〈10 秒 3〉【4年】菅原ミカ ( 福浦 )〈9秒 6〉【5年】澤近美咲 ( 東海 )〈9秒 3〉【6
年】近平奈緒子 ( 平城 )〈9秒 0〉60m 走男子【3年】松田拓人 ( 城辺 )〈10 秒 0〉【4年】好岡郁弥 ( 城辺 )〈9秒 2〉【5
年】中尾渉 ( 一本松 )〈9秒 2〉【6年】喜田裕斗 ( 篠山 )〈8秒 9〉100m 走女子【3年】松田華苗 ( 緑 )〈16 秒 9〉【4年】
岡本みなみ ( 平城 )〈16 秒 1〉【5年】中山怜 ( 城辺 )〈15 秒 3〉【6年】濵田利恵 ( 中浦 )〈14 秒 4〉100m 走男子【3年】
松田拓人 ( 城辺 )〈16 秒 2〉【4年】好岡郁弥 ( 城辺 )〈15 秒 1〉【5年】河野衛 ( 柏 )〈14 秒 5〉【6年】細川真暉 ( 福浦 )〈13
秒 8〉60mH フリー女子菊地利穂 ( 城辺 )〈10 秒 3〉60mH フリー男子細川起暉（福浦）〈9秒 7〉400mR 女子布山美里、
菊地利穂、中谷真子、中山怜 ( 城辺 )〈60 秒 3〉400mR 男子細川真暉、細川起暉、細川浩暉、山田悠生（福浦）〈59 秒 5〉
走り幅跳び女子濵田利恵 ( 中浦 )〈4m23〉走り幅跳び男子濵田将貴 ( 中浦 )〈4m30〉走り高跳び女子中谷真子 ( 城辺 )
〈1m26〉走り高跳び男子喜田裕斗 ( 篠山 )、清藤郁哉 ( 深浦 )〈1m34〉ソフトボール投げ女子菅原ミカ ( 福浦 )〈45m52〉
ソフトボール投げ男子細川真暉 ( 福浦 )〈67m96〉

　御荘 B&G 海洋セン
ター相撲場で、相撲
競技が盛んで伝統あ
る高知県チームを招
待して、「合併記念
第 1回伊予・土佐親
善相撲大会」が開催
されました。
　大会には、小学生
26 チーム ( 高知 13・
愛 媛 13)171 名、 中

学生 11 チーム ( 高知 6・愛媛 5)34 名の計 205 名が参加し、白熱した
取り組みに熱心な保護者の声援が響いていました。

1年 宮 崎 　 麗 （土佐清水）

2年 池 勇 　 輝 （土佐清水）

3年 二 宮 健 登 （野村）

4年 鬼 谷 智 之 （土佐清水）

5年 中 田 　 走 （南宇和）

6年 吉 本 雄 斗 （土佐清水）

小学生個人の部（優勝者のみ掲載）

1年 重 松 正 治 （春日館）

2年 泥 谷 直 季 （土佐清水）

中学生個人の部（優勝者のみ掲載）

中学生団体の部

優勝 清水A 準優勝 愛南クラブA

小学生団体の部

優勝 土佐清水A 準優勝 津島A

11/6
　愛媛スポーツレクリエーション祭 2005 相撲の部におい
て、中学生の部団体で「愛南クラブ」が優勝を飾りました。

1部優勝チーム

2部優勝チーム

3部優勝チーム

　なお、個人の部において、小学生個人 4年生優勝の岩村孔
こう

成
せ い

くん（一

本松小）、5年生優勝の中田走
そう

くん（赤水小）、中学生個人優勝の若松良
りょう

健
け ん

くん（城辺中）が、それぞれ優勝を飾りました。
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み
ん
な
あ
、
い
い
顔
し
て
ね
！

町
内
の
保
育
所
の
様
子
や
保

育
に
関
わ
る
お
知
ら
せ
事
項

等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　－菊川保育所園児－

　－御荘保育所園児－

　

御
荘
保
育
所
で
は
、
う
ん
ち
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

い
、そ
こ
か
ら
食
事
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
た
め
、
今

回
は
う
ん
ち
を
取
り

上
げ
て
み
ま
し
た
。

う
ん
ち
と
聞
く
と
汚

い
と
か
、臭
い
、恥
ず

か
し
い
と
思
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
体
調

を
知
る
に
は
一
番
、

解
り
や
す
い
体
の
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
と
い
え

ま
す
。
今
、
子
ど
も

た
ち
の
中
で
は
、
４

日
に
１
回
と
い
っ
た

便
秘
症
の
子
、
コ
ロ

コ
ロ
し
た
う
ん
ち
が

出
る
子
が
増
え
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
原
因
と
し
て
、
食
事
の
偏
り
は
も
ち
ろ
ん
、
生

活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
を
う
ん
ち

の
話
し
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
興
味
を

持
ち
、
ど
う
す
れ
ば
、
い
い
う
ん
ち
の
バ
ナ
ナ
う
ん
ち

が
出
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
食
事
に
つ
い
て
少
し
で
も
関
心
を
持

ち
、
好
き
嫌
い
な
く
食
べ
、
バ
ナ
ナ
う
ん
ち
が
毎
日
で

る
子
ど
も
が
増
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
食
育
に
つ
い
て
！
」

　－長崎保育所園児－
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愛
南
文
芸御

荘
俳
句
会

一
冊
を
え
ら
ぶ
良
夜
の
な
か
に
ゐ
て　
　

山
本　

金か
ね

子こ

暮
れ
る
ほ
ど
声
の
ひ
ろ
が
る
き
り
ぎ
り
す　
　

河
野　

千ち

寿ず

さ
さ
く
れ
の
心
負
ふ
ま
ま
秋
遍
路　
　

尾
﨑　

松ま
つ

惠え

お
ば
し
ま
の
朱
を
映
し
て
水
の
秋　
　

加
洲
勢せ

津つ

子こ

過
ぎ
て
よ
り
金
木
犀
の
香
の
つ
よ
し　
　

菊
池　

靜し
ず

子こ

日
の
丸
に
力
の
生
ま
れ
強
南
風　
　

島
津　

三さ
ん

甫ぽ

み
し
ょ
う
檳び
ん
ろ
う榔
子じ

（
平
成
17
年
文
化
祭
展
示
作
品
）

暮
色
濃
し
山
影
つ
く
る
秋
入
日　
　

鈴
木
あ
き
子

墓
ま
で
の
長
き
道
す
じ
曼
珠
沙
華　
　

山
口　
　

菫
す
み
れ

野
分
晴
沖
の
小
島
濤
の
立
ち
て　
　

濵
野　

康や
す

子こ

敗
戦
忌
十
歳
の
日
の
空
の
色　
　

大
西　

邦く
に

彦ひ
こ

せ
せ
ら
ぎ
や
す
か
ん
ぽ
老
け
て
古
り
し
道　
　

吉
本　

キ
ヨ

子
の
え
が
く
街
の
み
ら
い
図
春
隣　
　

小
島　

泰や
す

子こ

曼
珠
沙
華
す
っ
く
と
茎
の
抜
き
出
で
し　
　

三
好
み
き
え

栗
お
こ
わ
母
の
仕
草
の
手
水
打
つ　
　

吉
田
モ
ミ
ヱ

鎮
魂
の
灯
の
冴
え
わ
た
る
涙
そ
う
そ
う　
　

福
本　

幸さ
ち

子こ

ひ
と
り
き
り
秋
蝶
の
舞
ふ
汀
か
な　
　

工
藤
ミ
ヱ
子

煮
凝
り
や
魚
の
繰
言
も
つ
れ
合
ふ　
　

三
好　

一か
ず

昌ま
さ

鯉
跳
ね
る
水
音
一
つ
十
三
夜　
　

宇
都
宮
詩し

を
え

鷹
渡
る
あ
か
と
き
の
空
青
く
澄
み　
　

山
岡　

桑そ
う

史し

御
荘
短
歌
会

索
近
く
手
の
届
く
あ
た
り
赤
牛
は
や
さ
し
き
目
を
し
て
吾
等
を
見
て
居
り　
　

佐
藤　

久ひ
さ

子こ

青
紫
蘇
の
花
穂
を
摘
み
て
冷
汁
に
添
へ
夫
と
二
人
の
昼
飼
の
膳
に　
　

高
橋
千ち

代よ

子こ

増
水
が
葦
原
浸
す
堰
内
の
静
け
し
水
面
に
憩
う
水
鳥　
　

山
本　

德と
く

務む

花
火
の
音
た
け
な
は
な
れ
ば
思
ひ
出
づ
車
椅
子
の
夫
支
へ
て
見
せ
ゐ
し
を　
　

市
川
コ
マ
ヱ

山
間
ひ
の
弟
の
墓
に
詣
で
行
く
道
の
辺
明
る
く
彼
岸
花
つ
づ
く　
　

西
﨑　

教の
り

雄お

銀
色
に
う
れ
て
そ
よ
げ
る
玉
す
だ
れ
な
ど
か
き
分
け
河
原
に
空
缶
ひ
ら
ふ　
　

齊
藤
ト
ミ
子

 

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

平
成
18
年 

愛
南
町
成
人
式

開
催
の
お
知
ら
せ

 
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

西
海
有
料
道
路
が

無
料
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
３
月
31
日
か
ら
西
海
有
料
道
路

が
無
料
化
さ
れ
ま
す
。
今
後
、
通
行
券
を
購

入
さ
れ
る
際
に
は
、
買
い
す
ぎ
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

本
庁
町
民
課
窓
口
・
建
設
課
、

各
支
所
地
域
振
興
課
・
住
民
課
窓
口

南
宇
和
清
掃
業
者
連
絡
協
議
会
で
は
、
平

成
18
年
１
月
１
日
か
ら
、
し
尿
汲
取
り
料
金

 

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

し
尿
汲
取
り
料
金
改
定
に
つ
い
て

日　

時　

平
成
18
年
１
月
３
日（
火
）

午
後
２
時
〜
式
典

場　

所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

対
象
者　

昭
和
60
年
４
月
２
日
〜
昭
和
61
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※
対
象
者
に
は
、
出
欠
に
つ
い
て
往
復
ハ
ガ

キ
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
が
、
12
月
９
日

（
金
）ま
で
に
通
知
が
無
い
場
合
は
、
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

℡  
７
２
―

１
１
１
３

の
最
高
額
を
18
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
１
３
０
円

（
消
費
税
抜
き
）
に
改
定
し
ま
す
。
汲
取
り

希
望
の
方
は
、
左
記
南
宇
和
清
掃
業
者
連
絡

協
議
会
各
社
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

会
社
名

電
話
番
号

（
有
）
岩
村
電
気
水
道

８
４
―

２
０
３
４

（
有
）
尾
崎
商
店

７
３
―

０
８
８
８

（
有
）
ク
リ
ー
ン
西
海

８
３
―

０
１
６
８

（
有
）
高
平
屋

７
２
―

１
４
４
８

（
有
）
滝
野
産
業

７
２
―

０
２
１
４

順
不
同
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地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

お誕生おめでとう

ご冥福をお祈りします

※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

（10月受付分）

（10月受付分）

まちの人口  愛　南　町 平成17年11月1日現在

人　口　9,331人
　男　　4,419人
　女　　4,912人
世帯数　3,705戸

人　口　28,083人 　    男 13,141人      　 女 14,942人       世帯数　11,180戸

人　口　4,240人
　男　　1,971人
　女　　2,269人
世帯数　1,476戸

人　口　3,032人
　男　　1,415人
　女　　1,617人
世帯数　1,290戸

人　口　9,214人
　男　　4,309人
　女　　4,905人
世帯数　3,895戸

人　口　2,266人
　男　　1,027人
　女　　1,239人
世帯数　  814戸

西　海御　荘 城　辺 一本松 内　海

 県立南宇和病院の「さわやか」医療情報

整形外科医監部長 仁井田　卓
たかし

先生

　整形外科領域は広範で多岐にわたり、身体的には
頭部・内臓諸器官を除くほぼすべてが含まれている
といっても過言ではありません。日常的によく遭遇
する創傷・打撲・捻挫・脱臼・骨折などの外傷や、
脊椎・脊髄・末梢神経、骨・関節・靭帯、筋・腱な
どの運動器の急性・慢性疾患が入ります。症状を簡
単に言えば、身体各部位のはれ・痛みやしびれを伴うと整形外科疾患
である可能性が高くなります。もちろん脳外科・内科等他科の疾患に
よるものもありますから注意が必要です。高齢化社会となり南宇和郡
ではその傾向が著明で、例を挙げれば骨粗鬆症による胸・腰椎圧迫骨
折や大腿骨頚部骨折、変形性関節症、腰部脊椎管狭窄症など整形外科
との関わりが密になります。日ごろから気になるようであればかかり
つけ医を通して、あるいは直接、当科を受診してください。
　平成4年に新病院開設以来、当科では中央との医療水準格差の是正
に全力をあげて取り組み、自己完結型の医療を地域住民の方々に提供
してきました。現在、検査機器においては必須のCT・MRIが県内でも
トップレベルのものに更新されており、診断精度・治療成績の向上に
寄与しています。手術治療においても各関節鏡下、顕微鏡下、内視鏡
下手術をふくめ種々の最小侵襲手術などの先端的治療を行っており、
治療成績に反映されています。

 
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

高
松
入
国
管
理
局
松
山
出
張
所

庁
舎
移
転
の
お
知
ら
せ

窓
口
業
務
開
始　

12
月
19
日（
月
）

移
転
先　

〒
７
９
０
―

８
５
２
２ 

松
山
市
宮

田
町
１
８
８
―

６ 

松
山
地
方
合
同
庁
舎
１
階

℡  
０
８
９
―

９
３
２
―

０
８
９
５ 

 

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

年
末
年
始
の

役
場
業
務
な
ど
の
お
知
ら
せ

　

年
末
年
始
、役
場
な
ど
の
業
務
は
次
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
役
場
一
般
業
務

12
／

29（
木
）〜
１
／

３（
火
）ま
で
休
み

（
戸
籍
関
係
届
出
の
受
付
、
埋
火
葬
許
可

書
の
発
行
は
行
い
ま
す
。）

○
国
保
一
本
松
病
院
・
国
保
内
海
診
療
所

12
／

29（
木
）〜
１
／

３（
火
）ま
で
休
診

（
当
直
医
は
、
12
／

31（
土
）国
保
内
海
診

療
所
・
１
／

３（
火
）国
保
一
本
松
病
院
）

○
一
本
松
温
泉
あ
け
ぼ
の
荘
・

ゆ
ら
り
内
海
・
山
出
憩
い
の
里
温
泉

年
末
年
始
、
無
休
で
営
業
い
た
し
ま
す
。

○
道
の
駅
み
し
ょ
う
Ｍ
Ｉ
Ｃ

12
／

29（
木
）〜
１
／

３（
火
）ま
で
休
み

○
フ
レ
ッ
シ
ュ
一
本
松

12
／

31（
土
）〜
１
／

３（
火
）ま
で
休
み

○
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

　

１
／

１（
日
）〜
１
／

３（
火
）ま
で
収
集
が

休
み・

新
聞
・
雑
誌
の
持
込
み
は
、12
／

31（
土
）

午
後
３
時
ま
で

○
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・
西
海
し
尿
処
理
場

12
／

29（
木
）〜
１
／

３（
火
）ま
で
休
み

○
御
荘
霊
苑

１
／

１（
日
）が
休
み

○
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

12
／

27（
火
）〜
１
／

４（
水
）ま
で
休
み



愛南町の持つ魅力をご紹介していきたいと思います。
皆様からの掲載依頼など、気軽に情報をお寄せください。
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〒798-4196 愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地　TEL（0895）72-1211　FAX（0895）72-1214
HP http://www.town.ainan.ehime.jp/

印　　　刷　明星印刷工業株式会社

編　集　後　記

　町勢要覧作成のため、「海の愛なんブランド」としてピン

ク色に輝く養殖真鯛の撮影にご協力をいただいた有限会社

山下海産(福浦)にお勤めの後藤大
だ い

樹
き

さんです。若々しい後

藤さんが持つと、真鯛も新鮮に見え、とても美味しそうに

見えました。また、山下海産の皆様には、早朝の撮影にも

かかわらず、快くご協力をいただきありがとうございまし

た。

　「ありんこくらぶの催し」で講師の中林さんが、一人目のお子さんを始めて抱きしめた時に
感じた命の「あたたかさ」を今でも忘れない。また、生れてすぐに保育器に入った3番目のお
子さんの元気に動かす手足を見て、命の「輝き」を感じたと話されました。
　考えてみると、わが子を抱きしめることで、必要とされている喜びを実感し、互いの愛情を
感じることができます。
　この素直な気持を忘れずに、親の思い通りにならないからとか、親のエゴで子供の心をゆが
めてしまい、その結果、子が親を刺傷し殺害するような事件が起きてしまうという昨今、私に
は、何かの歯車がくるっているとしか思えません・・・。
　やはり、一人ひとりが社会の中で、助けられたり、支えられたりして生きていることを忘れ
ずに自覚ある行動をとることで、誰もが安心していきいき暮らせる町ができるという思いを強
く感じる今日この頃です。




